
　

二
〇
〇
六
年
に
開
学
一
五
周
年
を
迎

え
た
東
北
芸
術
工
科
大
学
は
、
既
に

五
千
人
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
・

彼
女
ら
の
す
べ
て
が
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
道
を
志
向
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
こ
と

を
、
各
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
上
手

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら

し
を
精
神
的
に
豊
か
に
し
て
く
れ
れ
ば

充
分
だ
。
人
間
ら
し
い
生
活
と
、
芸
術

は
等
価
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、心
の
中
で
は「
一
五

年
経
っ
た
。
さ
あ
、
ホ
ン
モ
ノ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
ど
こ
に
い
る
」と
声
高
に
、

ア
ー
ト
に
賭
け
る
卒
業
生
た
ち
の
活
躍

を
求
め
た
い
想
い
が
あ
る
。
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
ア
ー
ト
シ
ー
ン
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ス
ト
、
編
集
者
、
評
論
家
、
学
芸
員
、

コ
レ
ク
タ
ー
と
い
っ
た
人
々
の
、
ま
だ

見
ぬ
才
能
へ
の「
愛
」に
も
似
た
所
有

欲
の
発
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
東
北
で
学
ん
だ
五
千
人
の
中
に
、

新
し
い
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
へ
の
待
望
熱

に
呼
応
す
る
若
者
は
存
在
し
て
い
る
の

か
？ 

『I'm
 here.

』と
は
、こ
う
し
た「
ま

な
ざ
し
」を
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
懸
命
に
制
作
を
続
け

る
芸
工
大
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
発

掘
し
、
そ
の
人
と
作
品
を
紹
介
し
て
い

く
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

　

大
学
で
彫
刻
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
学
ん
だ
岩
本
あ
き
か
ず
は
、現
在
、

家
族
を
介
護
し
な
が
ら
絵
を
描
く
日
常

を
過
ご
し
て
い
る
。「
精
神
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
」に
、
枕
元
で
描
く
と

い
う
絵
画
は
、
一
見
、
柔
ら
か
な
パ
ス

テ
ル
カ
ラ
ー
に
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
描
か
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
生
物

や
シ
ェ
イ
プ
の
、「
脱
皮
」的
な
連
な

り
は
、
見
る
者
に
イ
メ
ー
ジ
の
不
穏
な

転
調
を
予
感
さ
せ
る
。

　

橋
本
大
祐
は
、P.I.C

.S

に
所
属
し
、

テ
レ
ビ
業
界
で
多
く
の
ス
ポ
ッ
ト
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
映
像
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
の
要
求
を
こ
な
す
毎
日
に
心
身

と
も
に
疲
弊
す
る
と
、
仕
事
と
し
て
の

映
像
制
作
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
、
自
動

筆
記
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
楽
し
む
と

い
う
。
二
〇
〇
五
年
の
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
C
G

作
品『flow

erly

』は
、
そ
う
し
た
密
や

か
な
逸
脱
行
為
か
ら
生
ま
れ
た
ア
ー
ト

作
品
だ
っ
た
。
滲
み
と
と
も
に
発
生
と

消
滅
を
繰
り
返
す
有
機
的
な
色
相
は
、

リ
リ
カ
ル
で
美
し
い
。

　

小
林
和
彦
の
映
像
や
写
真
は
、山
形
・

東
京
間
の
新
幹
線
の
車
窓
や
、
歩
行
の

記
録
を
素
材
に
制
作
さ
れ
る
。
そ
の
作

品
に
共
通
す
る
円
環
構
造
は
、
都
市
を

「
移
動
」す
る
際
の
呼
吸
や
心
音
の
リ

ズ
ム
を
リ
ア
ル
に
感
じ
さ
せ
る
。
私
た

ち
の
身
体
の
中
に
あ
る「
都
市
の
生
理
」

を
発
見
さ
せ
る
ス
コ
ー
プ
で
あ
る
。

　

鈴
木
伸
は
、
金
属
工
芸
を
学
ん
だ
後
、

現
在
は
東
京
藝
術
大
学
で
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
。
神
奈
川
出
身
の
鈴
木
に

と
っ
て
、
山
形
で
の
大
学
生
活
は
空
間

把
握
の
ス
ケ
ー
ル
を
根
本
的
に
変
え
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
切
り
裂
い
た
化
繊

布
に「
東
京
」の
映
像
を
投
影
し
た
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、都
市
の
ノ
イ
ズ
に

浸
さ
れ
つ
つ
も
懸
命
に
適
応
し
よ
う
と

す
る
鈴
木
自
身
の
身
体
感
覚
の
、
疑
似

体
験
装
置
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
。

　

坂
田
啓
一
郎
に
は
、
職
人
的
な
木
彫

作
家
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
が
、

今
回
、
マ
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
展
示
さ
れ

た
制
作
メ
モ
を
見
て
、
そ
こ
に
神
秘
主

義
的
な
言
葉
や
数
列
が
び
っ
し
り
と
書

き
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
彫

刻
の
ス
ケ
ー
ル
や
、「
彫
る
」行
為
に
、

何
か
宿
命
的
な
裏
付
け
を
求
め
る
自
問

自
答
の
過
程
が
、
そ
の
彫
刻
の
鋭
角
な

先
端
に
表
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
招
聘
し
た
五
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
る

個
人
的
な
状
況
や
環
境
と「
折
り
合
い

を
つ
け
る
」た
め
に
、
制
作
を
継
続
さ

せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
こ
う
し

た
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
制
作
態
度

は
、「
若
さ
」
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ

と
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
求
め
ら
れ

る
、
近
代
以
降
か
わ
ら
な
い
、
あ
る
種

の
社
会
的
要
請
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の
表
現
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
社
会
へ
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
や
、
切
羽
詰
ま
っ
た
感
情
の
表

出
に
、
無
条
件
に
共
感
を
覚
え
る
。
そ

こ
に
は
、
私
た
ち
自
身
の「
生
の
現
実
」

が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
ら
は

0

0

0

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
作
品

0

0

を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ

の
展
覧
会
に
お
け
る
、
い
や
、
ア
ー
ト

に
お
け
る「
リ
ア
ル
」と
は
、
そ
う
い

う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
な「
生
き
る
こ

と
」と「
表
現
す
る
こ
と
」の
愛
憎
関
係

か
ら
発
生
し
て
く
る
の
だ
。

（
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年「I'm

 here.

」キ
ュ
レ
ー

タ
ー
／
美
術
館
大
学
構
想
室
学
芸
員
）

1973兵庫県生まれ／ 1998東北芸術工科大学芸
術工学研究科修了／ 1997「彫刻三人展」ギャラ
リーせいほう（東京）／ 1999「彫刻五人展」県
民ギャラリー（宮城）／ 2002「彫刻の現況展」東
北芸術工科大学（山形）、「DONO D'AMICIA」
RapolanoTerme （Siena）、「白石野外彫刻展」白石市（宮
城）／ 2003「昭和会展」日動画廊（東京）／ 2006「宮
崎国際現代彫刻・空港展」宮崎空港（宮崎）

坂田啓一郎  Keiichiro Sakata

「芸術≒生活」から
生まれるリアリティー 

展覧会レポート

『 I'm here. 2006 ─リアルはどこだ─』

宮本武典

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

『
リ
ア
ル
は
こ
こ
だ
』

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＋
山
崎
環（
N
P
O
法
人
リ
ブ
ッ
ジ
代
表
）＋
宮
本
武
典（
本
学
学
芸
員
／
司
会
）

日
時
＝
九
月
二
三
日﹇
土
﹈一
四
時
三
〇
分
〜
一
六
時

●I'm
 here.2006

開
催
記
念
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

『
カ
フ
カ
・
掟
の
門
』

舞
踏
＝
森
繁
哉（
舞
踏
家
／
本
学
教
授
）

日
時
＝
九
月
二
三
日﹇
土
﹈一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
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リ
ア
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卒
業
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画
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会
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＝
せ
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メ
デ
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ク
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F
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会
期
＝
二
〇
〇
六
年
九
月
二
二
日﹇
金
﹈〜
九
月
二
七
日﹇
水
﹈

主
催
＝
卒
業
生
支
援
セ
ン
タ
ー

企
画
＝
美
術
館
大
学
構
想
室　

協
力
＝
東
北
芸
術
工
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大
学
校
友
会
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
仙
台
美
術
学
院

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＝ 

岩
本
あ
き
か
ず
、
小
林
和
彦
、
鈴
木
伸
、
橋
本
大
佑
、
坂
田
啓
一
郎
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1973広島生まれ、1999東北芸術工科大
学卒業。1998～ 2005ガーディアン ガー
デン年末チャリティー企画参加（東京）、
1999西瓜糖・個展（東京）、2000 Karo 
Karo House・個展（東京）、2001 G.H 
gallery・個展（東京）、2002、2004 SPACE
YUI・個展（東京）、2003 SPACE YUI（谷
口広樹氏とのコラボレーションによる二
人展）、2004 Michael Steinberg Fine Art 
gallery （N.Y）in polytechnicolor展出品、
2005 M.Y.ART PROSPECTS（N.Y）他。
グラフィックアート『 3.3㎡』展入賞（４回）他。

岩本あきかず  Akikazu Iwamoto

1977年生まれ、東北芸術工科大学卒。
2001 NHK BS「デジスタ 」ロドニー
賞＆伊藤有壱賞受賞、2001 UNITED 
CINEMA  ANIMATION  FESTIVAL 審
査員特別賞受賞、2001 JAPAN DIGITAL
ANIMATION  FESTIVAL  入 賞、  2001 
Forum des Images（パリ）招待出展、2002
Impact Compact 2002（ニューヨーク）
作品出展、2005 エジンバラ国際映画
祭ミラーボール招待出展、2005 Resfest 
2005 -Japan Toure Original プログラム
RESMIX SHORTS上映、2005 文化庁
メディア芸術祭アニメーション部門 優
秀賞受賞、2006 Optronica（ロンドン）招
待出展、2006 onedotzero j-star （ロンド
ン）招待出展。現在、映像ディレクター
として、P.I.C.S.所属。

橋本大佑  Daisuke Hashimoto

1979静岡県生まれ、2005東北芸術
工科大学大学院芸術工学研究科修了。
2003「デジタル・インターコネクショ
ン」町田市立国際版画美術館（東京）、
2005「scan Gate」新宿ニコンサロン（東
京）、「生まれるイメージ」山形美術館
（山形）、現在、東北芸術工科大学情報
デザイン学科助手。

小林和彦  Kazuhiko Kobayashi

1982東京都生まれ、2006東北芸術工
科大学美術科工芸コース金属工芸専攻
卒業。2005個展『SPATIAL ART』悠創
館（山形）、個展『香澄町インスタレー
ション』 山形建設株式会社倉庫内（山
形）、2004「CHOICE」小野画廊（銀座）
2005 「工芸問答」東北芸術工科大学（山
形）、2006 「東北芸術工科大学卒業制作
展」 旧七蔵そば（山形）。現在、東京藝
術大学大学院美術研究科デザイン専攻
在学中。

鈴木伸  Shin Suzuki
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